
昭和34年、小さな写真屋に生まれる。

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。

日米交渉や道路公団民営化、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。

平成21年衆議院総選挙において、初当選。5期目。環境大臣政務官、

党副幹事長、党農林部会長、農林水産大臣、予算委員会理事、総務会

長代理、法務大臣を経て、現在、司法制度調査会会長として重責を担う。

〔趣 味〕ハンドボール、カラオケ、読書、映画

〔好きな食べ物〕ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ）

〔尊敬する人物〕高杉晋作、原敬、鈴木貫太郎
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「今後数か月で
さいとう健が

成し遂げたいこと」
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前法務大臣 自民党千葉県第七選挙区支部長 衆議院議員

さいとう健は、理想を語ることも大事ですが、少しでも現実を実際に前に進めることを
極めて重視しております。微力ではありますが、今後数か月で、何とか動かしていきたい
ことをご報告させていただきます。

まずは、年末にかけての税制改正です。さいとう健は党の税制調査会副会長として、
来年度の税制改革を取りまとめる立場にあります。来年度に向けては、例の所得税減税の
在り方や賃金アップのための減税強化など、多くの課題を抱えておりますが、さいとう健
は、特に、下手をすれば虎の子の成長産業が海外に流出しかねない事態を何としても回避
するため、細かい話に聞こえるかもしれませんが、「戦略物資生産基盤税制」と「イノ
ベーションボックス税制」の新制度創設に力を入れていきたいと思っています。

また、これまでの法務大臣の仕事の延長として、来年度に向けて、大きな仕事が二つ
あります。
一つは、技能実習制度と特定技能制度の見直しです。技能実習制度はこれまで、途上国
の方々に技能を身に着けていただき、それぞれの国でそれを生かしていただこうという
国際貢献として行ってきたものですが、実態は、下手をすれば、国内の安い労働力として
劣悪な環境で働かされているという指摘がなされてきました。もちろん、全てがそうだ
とは申し上げませんが。
そこで、制度を実態に合わせたものに改革し、技能の習得と日本の雇用確保といった
目的の制度に変え、国際貢献の旗を降ろそうというものです。人口が減少し人手不足が
ますます深刻化する我が国の現状を考えますと、待ったなしの改革です。まだまだ難しい
調整が必要ではありますが、来年１月から始まります通常国会において何としても成立
させるよう力を尽くしていく所存です。

二つ目は、離婚後の親権をどうするかという深刻な課題であります。現在はどちらかの
親が親権を持つという、いわゆる単独親権でありますが、離婚の際に一方の親が子どもを
連れ去って、もう片方の親がこどもに全く会えないといった事態が発生しております。
こういった事態はこどもにとっても好ましくなく、離婚しても両方の親に責任を持たせる、
いわゆる共同親権にすべきだという議論が長年にわたって議論をされてきました。いよいよ
その議論に決着をつけるべく自民党においても議論が煮詰まってまいりました。単独親権で
いくべき、共同親権でいくべきというそれぞれの立場の考えも理解できますが、あくま
でも、こどもにとって何がベストかの観点から結論を出し、できれば、来年の通常国会で
法改正を実現できればと思っています。

以上の二件につきましては、党の司法制度調査会長として党内の意見集約に力を尽くして
まいります。
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月刊さいとう健では伝えきれない内容満載。
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メルマガ
～ 後援会入会はコチラまで ～

さいとう健 後援会事務所（流山おおたかの森駅 北口すぐ）

〒270-0119 流山市おおたかの森北1-5-2セレーナおおたかの森2階

TEL：04-7190-5271  FAX：04-7190-5272 E-mail : info@saito-ken.jp

さいとう健 国会事務所

〒100-8981 千代田区永田町2-2-1衆議院第一議員会館822号室

TEL：03-3508-7221  FAX：03-3508-3221

また、農政においても、ウクライナの侵略を契機に食糧安全保障への懸念が高まってい
ます。現在、自民党においても、農政の基本法である、食糧・農業・農村基本法の改正を
議論しておりまして、その中で、食糧安全保障についてもしっかり位置づけるとともに、
具体的な政策の立案も順次取り進めています。さいとう健は、現在自民党農政の最高幹部会
であるインナーにも所属しており、のど元過ぎれば熱さ忘れる、といったことにならない
ように、本件についても汗をかいていく所存です。

そのほか、１４６万人にも達すると言われているひきこもりの方々。気の毒でなりません。
ひきこもり対策を前進させるべく、まずは、ひきこもりのみに着目した基本法のようなもの
を策定して、この問題に対する注目度を高めて、その上での対策の前進ができればと考えて
います。ハードルは高い案件ですが、ひきこもり支援振興議員連盟会長代行として、仲間と
動きを強めていきたいと思います。

加えて、さいとう健は、街の本屋さんがどんどんなくなっていくことに対して危機感を
感じておりまして、自ら議員連盟を立ち上げて活動を強化しております。本屋さんの数が
１５年で何と４割も減少し、全国の市町村の４分の１以上が一件も本屋さんがないという
事態に立ち至っております。さいとう健は、本屋さんと図書館とネットの三者が共存する
世界が、日本の文化、あるいは日本人の知的競争力にとって絶対に必要だと確信しており、
現状を見て見ぬふりはできません。当初は全く関心のなかった文科省も、議連の活動の活発化
に伴って少しずつ前に進むようになってきましたので、さらに、後押ししていきたいと思って
います。

最後に、憲法改正です。緊急事態条項は待ったなしです。９条を改正しようと言っている
んじゃないんです。いざという時の国会の機能不全を回避しようというだけなのに、どうして
反対するのか理解に苦しみます。難しい議論は全て抜きにしてでも、緊急事態条項だけは
早急に実現しなくてはならないと強く思っています。衆議院憲法審査会の一員として、この
点についても少しでも前進させていきたいと考えています。

このほかにも、多くの課題を感じております。皆様方の後押しをいただきながら一歩でも
二歩でも前進させるべく力を尽くしたいと思っています。ご支援のほどよろしくお願い申し
上げます。

あおいそら収穫祭にておいしい

サツマイモが採れました☆

ちょうど１０か月となった法務大臣の

仕事を離れ、新しいさいとう健の仕事が

出そろってまいりましたので、ご報告します。

自民党では、主だったところでいえば、

司法制度調査会会長

税制調査会副会長

雇用問題調査会会長代理

中央政治大学院副学院長

スポーツ立国調査会幹事長

子どもの元気！農山漁村で育むプロジェクトチーム委員長

また、議員連盟で、主なのは、

ひきこもり支援推進議員連盟会長代行

スポーツ議員連盟幹事長

街の本屋さんを元気にして日本の文化を守る議員連盟幹事長

新聞販売懇話会副会長

国会では、憲法審査会と農林水産委員会に所属することになり

ました。今後一年弱はこの役職で精励することになりますので、よろ

しくお願い申し上げます。


